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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第61期
第３四半期
連結累計期間

第61期
第３四半期
連結会計期間

第60期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日

自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 31,427,764 10,041,116 42,462,634

経常利益 (千円) 218,919 △148,759 1,728,067

四半期(当期)純利益 (千円) △202,685 △312,536 705,727

純資産額 (千円) ― 66,061,009 74,179,670

総資産額 (千円) ― 73,910,975 82,458,269

１株当たり純資産額 (円) ― 2,323.09 2,391.32

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) △6.81 △10.74 23.04

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 88.3 88.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △625,301 ― 1,031,914

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 9,384,281 ― △19,771,912

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △5,478,594 ― △1,005,616

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 26,150,367 23,244,591

従業員数 (名) ― 3,448 3,785

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、第61期第３四半期連結累計期間及び第61期第３
四半期連結会計期間は四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。第60期
は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関連会社）が営んでいる事業の内

容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 3,448  (156)

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間における平均雇用人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名)  638  (151)

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期会計期間における平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門の名称 生産高(千円)

ハウスウエア合成樹脂製品関連部門 3,407,067

工業品合成樹脂製品関連部門 6,045,319

その他 356,371

合計 9,808,758

(注) １　金額は、販売価格により算出しております。
２　金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を部門別に示すと、次のとおりであります。

　なお、ハウスウエア合成樹脂製品関連部門については見込み生産を行っております。
　

事業部門の名称 受注高(千円) 受注残高(千円)

工業品合成樹脂製品関連部門 6,699,583 6,919,923

その他 350,311 278,493

合計 7,049,895 7,198,416

(注)　金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門の名称 販売高(千円)

ハウスウエア合成樹脂製品関連部門 3,474,506

工業品合成樹脂製品関連部門 6,305,681

その他 260,929

合計 10,041,116

(注)　金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）におけるわが国経済は、米国

発の金融危機に起因する世界同時不況を背景として、輸出の減少、急激な円高の進行、消費の低迷、企業業績

の悪化等により、景気が一段と後退する厳しい状況となりました。

　このような厳しい環境の中で、ハウスウエア（家庭日用品）合成樹脂製品関連部門は、新製品の開発と新

規取引先の開拓等により売上高が増加しましたが、工業品合成樹脂製品関連部門は、世界的な景気悪化を背

景とする最終需要の減退の中で受注が落ち込みました。この結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は

100億41百万円（前年同期比99.9％）となりました。 

　利益面につきましては、新規設備に伴う減価償却負担の増加、円高の急激かつ大幅な進行等により、営業利

益が24百万円（前年同期比15.3％）となり、銀行預金の受取利息、株式の受取配当金等がありましたが、子

会社宛貸付金等に係る為替差損により経常利益が１億49百万円の損失となりました。

　また、四半期純利益は、株価下落による投資有価証券評価損の計上があり、３億13百万円の損失となりまし

た。

　

事業部門別の概況は次のとおりであります。 

　ハウスウエア合成樹脂製品関連部門につきましては、個人消費が低迷する厳しい環境下にありましたが、

フィッツプラスシリーズを中心とする高付加価値新製品の販売が伸長したことや新規取引先の開拓等によ

り、売上高が増加しました。この結果、ハウスウエア合成樹脂製品関連部門の売上高は34億75百万円（前年

同期比102.3％）となりました。 

　工業品合成樹脂製品関連部門につきましては、TENMA (U.K.) LIMITEDの清算の影響に加え、米国の金融危

機を契機とする世界的な景気悪化の中で受注が落ち込み、売上高が減少しました。この結果、工業品合成樹

脂製品関連部門の売上高は63億６百万円（前年同期比97.4％）となりました。 

　また、その他の売上高は、２億61百万円（前年同期比147.5％）となりました。

　

所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。 

　日本地域につきましては、売上高54億61百万円、営業利益２億52百万円、東アジア地域につきましては、売

上高46億41百万円、営業利益17百万円、西ヨーロッパ地域につきましては、為替の影響により営業損失10百

万円となっております。

　

(2) 財政状態の分析

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて85億47百万円減少し、739億

11百万円となりました。これは、子会社宛貸付金及び繰延税金資産の増加で投資その他の資産のその他

が25億59百万円増加しましたが、子会社宛投融資、設備投資、配当金支払い、自己株式取得等により現金

及び預金が97億74百万円、有価証券（譲渡性預金）が30億25百万円それぞれ減少したこと等によりま

す。

　

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて４億29百万円減少し、78億50

百万円となりました。これは、未払法人税等が１億84百万円、支払手形及び買掛金が64百万円、それぞれ

減少したこと等によります。
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（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べて81億19百万円減少し、660

億61百万円となりました。これは、自己株式が13億42百万円増加したこと、自己株式の消却と配当金支

払い等で利益剰余金が40億83百万円減少したこと、株価下落によりその他有価証券評価差額金が18億

40百万円減少したこと等によります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べて29億６百万

円増加し、261億50百万円となりました。各活動別のキャッシュ・フローの状況とその要因は次のとおり

であります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

減価償却費14億62百万円がありましたが、売上債権の増加15億36百万円、その他負債の減少３億35百

万円等があり、６億25百万円の減少となりました。

　

（投資活動よるキャッシュ・フロー）

定期預金の預入203億51百万円、有形固定資産の取得29億18百万円等の支出がありましたが、定期預

金の払戻359億73百万円等の収入があり、93億84百万円の増加となりました。

　

（財務活動よるキャッシュ・フロー）

自己株式の増加37億７百万円、配当金15億15百万円等の支出があり、54億79百万円の減少となりまし

た。 

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な

変更及び新たに生じた課題はありません

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、80百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更ならびに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 77,153,900

計 77,153,900

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,813,02629,813,026
東京証券取引所
（市場第一部）

完全議決権株式かつ、権利内
容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であり、
単元株式数は100株でありま
す。

計 29,813,02629,813,026― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年10月１日～
平成20年12月31日(注)

△1,500,00029,813,026― 19,225,350― 18,924,500

(注)　平成20年10月31日開催の取締役会において、自己株式の消却を決議し、平成20年11月20日付で1,500,000株の自己

株式の消却を行っております。

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することができ

ませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在の株主名簿等により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　1,687,900

―
権利内容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式
　 　　　29,580,200

295,802 同上

単元未満株式
普通株式
　 　　   　 44,926

― 同上

発行済株式総数 31,313,026― ―

総株主の議決権 ― 295,802 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式９株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
　　　天馬株式会社

東京都北区赤羽
一丁目63番６号

1,687,900― 1,687,9005.39

計 ― 1,687,900― 1,687,9005.39

(注)　当第３四半期会計期間末日現在の所有株式数の合計は、1,733,700株となっております。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 1,5081,5201,6761,7681,7201,7171,4301,5241,552

最低(円) 1,3271,2851,4541,5101,4321,369 849 1,1901,266

(注)　最高・最低株価については、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。

　

EDINET提出書類

天馬株式会社(E00857)

四半期報告書

 9/26



第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内

閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四

半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 27,099,701 36,873,308

受取手形及び売掛金 ※２
 9,898,541

※２
 8,687,613

有価証券 － 3,025,168

商品及び製品 1,558,124 1,578,630

仕掛品 309,766 356,715

原材料及び貯蔵品 2,264,880 2,317,542

その他 1,853,669 1,112,092

貸倒引当金 △18,988 △27,878

流動資産合計 42,965,693 53,923,191

固定資産

有形固定資産 ※１
 13,719,890

※１
 12,651,935

無形固定資産 1,822,109 1,953,958

投資その他の資産

投資有価証券 10,164,387 11,249,125

その他 5,249,737 2,690,900

貸倒引当金 △10,840 △10,840

投資その他の資産合計 15,403,284 13,929,185

固定資産合計 30,945,282 28,535,078

資産合計 73,910,975 82,458,269

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※２
 4,739,090

※２
 4,802,923

未払法人税等 9,244 192,889

賞与引当金 189,012 252,038

その他 ※２
 1,844,739

※２
 1,937,784

流動負債合計 6,782,085 7,185,633

固定負債

退職給付引当金 545,546 569,679

役員退職慰労引当金 516,290 495,680

その他 6,046 27,606

固定負債合計 1,067,882 1,092,966

負債合計 7,849,966 8,278,598
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 19,225,350 19,225,350

資本剰余金 18,924,500 18,924,777

利益剰余金 33,215,944 37,299,430

自己株式 △2,732,372 △1,390,190

株主資本合計 68,633,422 74,059,367

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △3,199,142 △1,359,377

為替換算調整勘定 △203,392 533,628

評価・換算差額等合計 △3,402,534 △825,749

少数株主持分 830,121 946,052

純資産合計 66,061,009 74,179,670

負債純資産合計 73,910,975 82,458,269
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 31,427,764

売上原価 27,183,561

売上総利益 4,244,203

販売費及び一般管理費 ※
 4,343,048

営業利益 △98,845

営業外収益

受取利息 251,378

受取配当金 218,417

投資有価証券売却益 37,302

その他 95,795

営業外収益合計 602,891

営業外費用

売上割引 49,937

為替差損 224,349

その他 10,841

営業外費用合計 285,127

経常利益 218,919

特別利益

固定資産売却益 2,957

貸倒引当金戻入額 2,100

特別利益合計 5,057

特別損失

固定資産売却損 7,495

固定資産除却損 4,354

減損損失 9,400

投資有価証券評価損 402,240

たな卸資産評価損 46,832

特別損失合計 470,321

税金等調整前四半期純利益 △246,345

法人税等 △77,295

少数株主利益 33,634

四半期純利益 △202,685
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 10,041,116

売上原価 8,602,014

売上総利益 1,439,103

販売費及び一般管理費 ※
 1,414,848

営業利益 24,255

営業外収益

受取利息 65,640

受取配当金 45,273

その他 16,770

営業外収益合計 127,683

営業外費用

売上割引 17,148

為替差損 280,016

その他 3,533

営業外費用合計 300,697

経常利益 △148,759

特別利益

固定資産売却益 1,810

貸倒引当金戻入額 2,100

特別利益合計 3,910

特別損失

固定資産売却損 348

固定資産除却損 1,210

投資有価証券評価損 354,523

たな卸資産評価損 △165

特別損失合計 355,916

税金等調整前四半期純利益 △500,765

法人税等 △187,231

少数株主利益 △999

四半期純利益 △312,536
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 △246,345

減価償却費 1,461,565

賞与引当金の増減額（△は減少） △62,862

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8,055

退職給付引当金の増減額（△は減少） △13,424

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 20,610

受取利息及び受取配当金 △469,794

為替差損益（△は益） 221,233

固定資産除却損 2,899

有形固定資産売却損益（△は益） 4,538

投資有価証券評価損益（△は益） 402,240

減損損失 9,400

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △37,302

売上債権の増減額（△は増加） △1,535,683

たな卸資産の増減額（△は増加） 43,790

その他の資産の増減額（△は増加） △239,199

仕入債務の増減額（△は減少） △49,819

その他の負債の増減額（△は減少） △335,148

その他 30,106

小計 △801,250

利息及び配当金の受取額 504,311

法人税等の支払額 △328,362

営業活動によるキャッシュ・フロー △625,301

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △20,351,497

定期預金の払戻による収入 35,972,830

有形固定資産の取得による支出 △2,917,616

有形固定資産の売却による収入 618,548

無形固定資産の取得による支出 △14,392

関係会社出資金の払込による支出 △202,698

投資有価証券の取得による支出 △2,615,861

投資有価証券の売却による収入 233,190

貸付けによる支出 △1,339,240

貸付金の回収による収入 1,019

投資活動によるキャッシュ・フロー 9,384,281
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の純増減額（△は増加） △3,707,017

配当金の支払額 △1,514,532

少数株主への配当金の支払額 △257,045

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,478,594

現金及び現金同等物に係る換算差額 △374,612

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,905,775

現金及び現金同等物の期首残高 23,244,591

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 26,150,367
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

１　会計方針の変更

(１)　棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を第

１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの

方法）に変更しております。

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上総利益、営業利益及び経常利益

が11,314千円、税金等調整前四半期純利益が58,146千円それぞれ減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

 

(２)　連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用

「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会　平成18年

５月17日　実務対応報告第18号）を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行っておりま

す。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。

　

【簡便な会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

１　棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を

基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価

切下げを行う方法によっております。

 

２　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラン

ニングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

１　税金費用の計算

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。

　なお、法人税、住民税及び事業税と法人税等調整額を一括し「法人税等」として表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

19,752,555千円
 

※１　有形固定資産の減価償却累計額

20,820,575千円

※２  四半期連結会計期間末日の満期手形の会計処理に

ついては、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の

休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれてお

ります。

受取手形 79,359千円

支払手形 186,806千円

設備関係支払手形 39,499千円

※２　　　　　 ─────────

 

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

※　「販売費及び一般管理費」の主な費目及び金額

荷造運搬費 1,500,885千円

従業員給料手当 1,215,481千円

　

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

※　「販売費及び一般管理費」の主な費目及び金額

荷造運搬費 502,097千円

従業員給料手当 476,997千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 27,099,701千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △949,335千円

現金及び現金同等物 26,150,367千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日)
　
１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 29,813,026

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,733,716

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 1,071,866 35平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金

平成20年11月７日
取締役会

普通株式 444,377 15平成20年９月30日 平成20年12月11日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

EDINET提出書類

天馬株式会社(E00857)

四半期報告書

19/26



(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期

間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める合成樹脂製品関連事業の割合が、いずれも

90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　
日本
(千円)

東アジア　
(千円)

西ヨーロッパ
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

5,460,7744,640,917(60,575)10,041,116 ― 10,041,116

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

9,664 3,484 ― 13,148(13,148) ―

計 5,470,4384,644,401(60,575)10,054,265(13,148)10,041,116

営業利益(又は営業損失) 252,43216,831(9,613)259,649(235,394)24,255

(注) １　国または地域の区分は物理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国または地域

(1)　東アジア　　………中国

(2)　西ヨーロッパ………英国

３　TENMA (U.K.) LIMITEDは、清算に伴い第２四半期連結会計期間中において事業を停止しましたので、当第３四

半期連結累計期間と第２四半期連結累計期間の外貨建売上高は同額となりましたが、円換算後の売上高が減

少しました。その結果、西ヨーロッパの当第３四半期連結会計期間の売上高がマイナスとして表示されており

ます。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　
日本
(千円)

東アジア　
(千円)

西ヨーロッパ
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

16,828,24414,147,826451,69431,427,764 ― 31,427,764

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

45,348 12,558 ― 57,906(57,906) ―

計 16,873,59314,160,384451,69431,485,670(57,906)31,427,764

営業利益(又は営業損失) 413,037136,47271,781621,291(720,136)(98,845)

(注) １　国または地域の区分は物理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国または地域

(1)　東アジア　　………中国

(2)　西ヨーロッパ………英国

３　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１（１）に記載のとおり、第１四半期連

結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基

準第９号）を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計

期間の営業利益は、「日本」が8,735千円、「東アジア」が2,579千円それぞれ減少しております。
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【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　

東アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 4,417,903 △59,095 4,358,808

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 10,041,116

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

44.0 △0.6 43.4

(注) １　国または地域の区分は物理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国または地域

(1)　東アジア　　………中国

(2)　その他の地域………東南アジア、西ヨーロッパ、北米

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。

４　TENMA (U.K.) LIMITEDは、清算に伴い第２四半期連結会計期間中において事業を停止しましたので、当第３四

半期連結累計期間と第２四半期連結累計期間の外貨建売上高は同額となりましたが、円換算後の売上高が減

少しました。その結果、その他の地域の当第３四半期連結会計期間の売上高がマイナスとして表示されており

ます。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　

東アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 13,619,383 1,402,642 15,022,025

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 31,427,764

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

43.3 4.5 47.8

(注) １　国または地域の区分は物理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国または地域

(1)　東アジア　　………中国

(2)　その他の地域………東南アジア、西ヨーロッパ、北米

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

2,323円09銭 2,391円32銭

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
（平成20年３月31日)

連結貸借対照表の純資産の部の合計額(千円) 66,061,009 74,179,670

純資産の部の合計額から控除する金額(千円)
（うち少数株主持分）

830,121
（830,121）

946,052
（946,052）

普通株主に係る純資産額(千円) 65,230,888 73,233,618

普通株式の発行済株式数(株) 29,813,026 31,313,026

普通株式の自己株式数(株) 1,733,716 688,279

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数
(株)

28,079,310 30,624,747

　

２　１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

　
当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 △6円81銭

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) △202,685

普通株式に係る四半期純利益(千円) △202,685

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 29,764,709
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第３四半期連結会計期間

　
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 　△10円74銭

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) △312,536

普通株式に係る四半期純利益(千円) △312,536

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 29,090,014

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

第61期（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）中間配当については、平成20年11月７日開催

の取締役会において、平成20年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載または記録された株

主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議し、配当を行っております。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　444,377千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　 15円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成20年12月11日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月13日

天馬株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　都　　甲　　孝　　一　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　浅　　野　　俊　　治　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　栗　　栖　　孝　　彰　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている天馬

株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成20

年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31

日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、天馬株式会社及び連結子会社の平成20年12月

31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成

績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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